
２０２3年１月25日(水)10:30〜16:30
長崎県美術館 ホール

障害がある人たちの表現に対する理解を深めるためのワークショップ

令和４年度長崎県障害者芸術文化活動普及支援事業

参加無料・要申込
◆WEBフォームから申込み
　　QRコードをスキャン
       またはURLアクセス  

中津川 浩章 氏
 美術家/アートディレクター

長崎県障害者芸術文化活動普及支援事業は、長崎県の補助を受けて長崎県障害者社会参加推進センターが運営しています

長崎県障害者芸術文化活動支援センター
（事務局：長崎県障害者社会参加推進センター）

　〒852-8104 長崎市茂里町3-24 総合福祉センター県棟4F
     TEL095-842-8178    FAX095-849-4703    e-mail  hdcps-suishin@mbn.nifty.com 

（受付10:00〜）

定員30名 先着順　定員になり次第募集を終了します

受講対象
障がいがある人たちのアート支援に関わる方、
これから関わりたい方、興味のある方
福祉施設職員、教育関係者、芸術・デザイン関係者、
福祉を学ぶ学生など

支援者向け導入セミナー

◆裏面申込書をFAXまたはメール送信
　　FAX 095-849-4703
       e-mail   hdcps-suishin@mbn.nifty.com 

講師 

（長崎市出島町２-1）

申込締切　12月26日(月)

https://forms.gle/SCHegHqaGozsmffE9

https://forms.gle/SCHegHqaGozsmffE9


参加者氏名 
 生年月日 


所属
事業所・団体


 住所 


電話番号 
 メールアドレス 


プログラム

10:30〜12:30   創作ワークショップ 

13:30〜15:30   展示ワークショップ 

15:40〜16:30   意見交換会

多様な線を描いたり、言葉や色彩、写真から
イメージを表現。さまざまなアプローチから
表現することを体験。一人ひとりの中にある
感覚や感情を引き出します。

作品を展示するとはどういうことなのか。
午前中に自分たちがつくった作品を使って、
テーマの設定、セレクトの基準、展示方法
などをグループワークで体験していきます。

事業所でアート活動に

取り組んでみたいけれど、

何から始めたら
いいのかな？

こんな方におすすめです！

 美術家/アートディレクター
「生きることは表現すること」 表現活動を通じて、だれもがそれぞれの個性を生かして豊かな
人生を創造できるようにと、長年にわたって障害者の表現活動に関わりサポートをおこなう。
福祉施設における障害者のためのアートディレクションのほか、全国で公募展選考委員、展覧会
企画・プロデュース、キュレーションなどにたずさわる。
障害者、支援者、また障害のあるなしにかかわらず、子どもから大人まであらゆる人を対象にし
たアートワークショップをおこなっている。美術、教育、福祉、医療とさまざまな分野で「アー
ト」の意味を問い直し、社会とアートをつなぐ活動に取り組む。
みずからもアーティストとして主にドローイング・ペインティング作品を制作。国内外で個展・
ライブペインティングなどの活動をおこなっている。
和光大学芸術学科卒。神奈川県在住。
合同会社表現活動研究所ラスコー/代表 
NPO法人エイブル・アート・ジャパン/理事
一般社団法人Get in touch/理事
一般社団法人Art Inter Mix/代表 
認定NPO法人アール・ド・ヴィーヴル/理事/アートディレクター 
社会福祉法人みぬま福祉会「工房集」/アートディレクター 

中津川 浩章 氏
講師 

ーーーーーーーー申込書 ➡︎➡︎➡︎ FAX  095-849-4703ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

※折り返しメールにて受講者事前アンケートを送信しますので必ずメールアドレスを記入ください
◆記載いただいた個人情報はセミナーに関することのみに使用します。また取得した個人情報は厳正に管理します。

障害がある人たちのアートサポートやプロデュースに先駆的に取り組む中津川氏を講師に迎え、
参加者自らが創作や展示に取り組み、個性を活かしたサポートの方法を学ぶ体感セミナー

完成した作品を

どう理解したら

いいのかな？

すごい、おもしろい、の

基準ってなに？


利用
者の
創作
のサ
ポー
トを

した
いけ
れど
、美
術の
こと
が

よく
わか
らな
い…

参加申込はWEB(表面のQRコード読み込み)または申込書をFAX


